
●農業者と商工業者の連携において、農業者は商工業者の「農業への理解」
を最も重視……………………………………………………………………  Ｐ2
●農業者は農産物の生産だけではなく、加工・販売・流通にも関わることが
売上増加に有効………………………………………………………………  Ｐ3
●農業者、商工業者ともに約半数が連携で開発した商品の輸出に意欲…  Ｐ3
●農業者では、農畜産物の規格・量の確保や価格設定が未解決の課題…  Ｐ4

<調査要領>

１　調査目的

　　農商工連携に取り組む農業者および商工業者を対象に、農商工連携を行う目的、連携の

きっかけ、役割、連携の効果等についてアンケート調査を行うとともに、特徴的な農商工

連携を実施している農業者・商工業者へのヒアリング調査を実施し、連携の特徴や課題な

どを明らかにする。

２　調査方法

　　郵送によるアンケートおよび農業者・商工業者へのヒアリング

３　調査時期

　　平成25年9月～平成26年1月

４　調査対象

　　①アンケート調査

　　六次産業化・地産地消法による「認定事業計画」及び農商工等連携促進法による「農商

工等連携事業計画」の認定を受けて農業と商工業の連携に取り組んでいる日本公庫融資先

の農業者・商工業者（食品事業者等）236先（農業者:163先、商工業者：73先）

　　②ヒアリング調査

　　上記アンケート調査の調査先および連携先（9組・15先）

調査結果のポイント

６次産業化（農商工連携の効果等）に関する
調 査 結 果

14



2 3



2 3



●農業者と商工業者の連携において、農業者は商工業者の「農業への理解」
を最も重視……………………………………………………………………  Ｐ2
●農業者は農産物の生産だけではなく、加工・販売・流通にも関わることが
売上増加に有効………………………………………………………………  Ｐ3
●農業者、商工業者ともに約半数が連携で開発した商品の輸出に意欲…  Ｐ3
●農業者では、農畜産物の規格・量の確保や価格設定が未解決の課題…  Ｐ4

<調査要領>

１　調査目的

　　農商工連携に取り組む農業者および商工業者を対象に、農商工連携を行う目的、連携の

きっかけ、役割、連携の効果等についてアンケート調査を行うとともに、特徴的な農商工

連携を実施している農業者・商工業者へのヒアリング調査を実施し、連携の特徴や課題な

どを明らかにする。

２　調査方法

　　郵送によるアンケートおよび農業者・商工業者へのヒアリング

３　調査時期

　　平成25年9月～平成26年1月

４　調査対象

　　①アンケート調査

　　六次産業化・地産地消法による「認定事業計画」及び農商工等連携促進法による「農商

工等連携事業計画」の認定を受けて農業と商工業の連携に取り組んでいる日本公庫融資先

の農業者・商工業者（食品事業者等）236先（農業者:163先、商工業者：73先）

　　②ヒアリング調査

　　上記アンケート調査の調査先および連携先（9組・15先）

調査結果のポイント

６次産業化（農商工連携の効果等）に関する
調 査 結 果

14


